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１． はじめに  
昨今，地域の歴史・文化・伝統に注目した地域観光が脚

光を浴びている．平成 18 年度版観光白書[1]によれば，平

成 17 年度における国民 1 人当たりの国内宿泊観光旅行回

数は 1.82 回と推計され，対前年度比で 6.4%増となってい

る．近年の地域観光では，インターネットの普及に伴い観

光情報の発信および取得がネット上で行われることが一般

的となっており，観光地（ホスト）側にとっては，観光客

および観光予定客（ゲスト）が対象地域に関してどのよう

な嗜好・興味を有しているのかを正確に把握することが非

常に重要である．  
一方，著者らは，メタデータ照合型ネットワーク解析シ

ス テ ム  MANACO(Metadata-based Analyzer for Network 
Appearances and Communications)の開発に取り組んでいる

[2]．MANACO はネットワーク経路上において直接的に通

信パケットを取得し，それを基にネットワークトラフィッ

クが有する意味的特徴とその動向の解析を目的としたネッ

トワーク解析システムである．通常のネットワークトラフ

ィック観測では，中継通信機器からの提供情報や計算機上

に蓄積された通信ログを情報源とするのに対して，本シス

テムではネットワークケーブルから Layer1TAP 装置により

電気的に複製・分離した通信パケットを利用する．そして，

取得した通信パケットを復元・整形した後，形態素解析処

理を行うことでネットワークトラフィックに含まれる特定

の語句を抽出・分類する．さらに MANACO では，パケッ

ト取得処理や取得情報の形態素解析処理などの主要処理機

構において，オープンソースソフトウェアとして標準化さ

れたソフトウェア技術を基盤として採用している． 
本研究では，インターネット上において発信・取得され

ている地域観光情報の観測および解析手法として，

MANACO を用いた地域観光情報観測手法を提案する．

MANACO を利用することにより，観光において最も基本

的かつ重要なホスト（観光客）・ゲスト（観光地）の概念

を観光情報観測に反映させることが可能となり，歴史・文

化などの意味的特徴の把握が実現される[3]．本論文では，

MANACO を用いた観光情報観測の基礎的な仕組みと，地

域観光における意味的特徴の把握例として，石川地域を対

象にした観光情報の史学的特徴把握について論じる．本論

文の構成は，以下の通りである． 第２章において，観光情

報の観測手法について記す．第３章では，著者らが提案す

る MANACO について，第４章では観光情報の観測と石川

県歴史観光に対する応用事例について記す．第５章はまと

めである． 

2 ．従来研究 
従来から，ゲスト側の興味を把握する観光情報観測手法

として，検索エンジンの利用および Web サイトにおける

アクセスログの利用が行われてきた．Google[4]に代表され

る商用検索エンジンでは，検索ロボットと称される探索プ

ログラムを使用して Web コンテンツ内容を収集（クロー

ル）・蓄積する．Google で用いられている PageRank アル

ゴリズム[5]は Page らによって提案されたアルゴリズムで

あり，Web のリンク構造のみを用いて Web ページ群から

客観的な人気度が高いと思われるページを機械的に算出す

ることを目的としている．PageRank アルゴリズム では，

「大多数の良質なコンテンツを含む Web ページからリン

クが張られている Web ページは，良質な Web ページと判

断できる」という前提に基づいた再帰的な関係を利用して，

関連する全ての Web ページの重要度を判定する．このよ

うな検索エンジンの特性に着目した観光情報解析に関する

研究が行われている．中戸[6]らは，利用者の興味があるト

ピックを多く含む地域情報コンテンツを優先的に提供する

地域情報検索システムを提案した．一方，アクセスログを

利用した手法として，加地屋ら[7]は，北海道の道路情報総

合案内サイトのアクセスログを利用した利用者ニーズ分析

を行った．この研究では，ホスト側である Web サイトの 6
年間のアクセスログに基づいて利用者のニーズ分析や情報

の重要度の推定を行い，その結果をコンテンツ内容に反映

させる試みを行っている． 
しかし，商用検索エンジンを利用した観光情報観測では，

得られた観測結果に対して観光におけるゲスト・ホストの

概念を適用することは困難である．これは検索ロボットに

よるクローリング対象が動作時点で公開されている Web
コンテンツに限定されており，特定地域を対象にした利用

者の閲覧行動は観測対象に含まれていないことに起因する．

また，Web サイトに蓄積されたアクセスログを利用する手

法では，対象地域外からのアクセスを IP アドレス等から

判別することにより，ゲスト・ホストの関係性を把握する

ことは可能であるが，個々の Web サイト毎にアクセスロ

グが蓄積されるため，対象地域（ホスト側）全体を対象に

した観光情報観測は困難である． 
本研究では，ホスト（観光地）およびゲスト（観光客）

という観光において基礎的な概念・関係を反映した観光情

報観測手法を提案する．対象地域を中心としたホスト・ゲ

ストの関係性を明らかにするためには，観測対象地域およ

び地点を明確にし，観測した結果から観光に関する意味的

な情報を抽出することが不可欠ある．これに対して

MANACO は，ネットワーク物理層から直接的にネットワ

ークトラフィックの観測を行い，通信が有する意味的情報

の把握が可能であることから，本研究では観光情報分野に

対して MANACO の適用を試みる． †北陸先端科学技術大学院大学 知識科学研究科 
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3 ． MANACO (Metadata-based Analyzer for 
Network Appearances and Communications) 
本研究で提案する MANACO は，ネットワーク通信路か

ら Layer1TAP 装置を介して直接的にネットワークパケット

を取得し，ネットワークトラフィックに含まれる意味情報

をリアルタイムに抽出・分析および可視化することを目的

としたシステムである．提案システムの動作概要を図 1 に

示す．現在，使用目的および用途に応じた様々な形態のネ

ットワーク装置が提案・開発されている．しかしながら，

その多くは OSI プロトコル層(Layer 7)までを対象としてお

り，本研究の特徴である通信の目的および意味そのものに

着目・特化したネットワーク装置および観測技術は著者ら

が調査した限りにおいて提案・実用化されていない．本シ

ステムはネットワークパケット取得・意味的特徴解析・観

測情報可視化の３基本モジュールにより構成する．図 1 に

MANACO のシステム処理構成を示す． 
一般的なネットワークトラフィックを対象にした観測で

は，通信機器から SNMP(Simple Network Management 
Protocol)[8]等を利用して通信機器の動作情報を取得する手

法と，サーバーに蓄積されたアクセスログを解析する手法

が広く一般的に用いられてきた．これに対して MANACO
では，Layer1TAP 装置を利用してネットワーク通信路から

直接的にネットワークパケットを取得し，その解析結果か

ら意味情報の抽出を行う．Layer1TAP 装置はネットワーク

通信路から電気的に信号を分離・複製するネットワーク機

器であり，観測対象のネットワークトラフィックに対して

速度低下や欠損などの影響を与えない，被観測ネットワー

ク側から Layer1TAP 装置の存在を特定・検出することは論

理的に不可能であるなどのステルス性を有する．これら

Layer1TAP 装置が有する特長を活かした提案手法と従来ネ

ットワークトラフィック観測手法について，ネットワーク

トラフィック観測で重要な各項目の比較を表 1 に示す．

MANACO によるネットワークトラフィック観測の特長は，

以下の 2 点である． 
通信路からの直接的な通信パケット取得：現在，多くの

情報ネットワークでは，VPN(Virtual Private Network)など

の仮想化技術や動的構成技術が普及しており，ネットワー

ク構成・トポロジーについて論理・物理間の乖離が進んで

いる．論理的ネットワーク構成に基づいたネットワークト

ラフィック観測を行う場合には，構成の仮想化・冗長化お

よび実際の物理構成の差異を常に意識する必要があり，ネ

ットワークトラフィック観測の煩雑さや信頼性に影響を与

えていた．これに対して提案手法では，Layer1TAP 装置を

用いたネットワークの物理層からの直接的なネットワーク

パケット取得および観測を行うため，複雑かつ動的に変化

する論理的ネットワーク構成およびその変化に依存しない． 
観測動作のステルス性：本手法が有するステルス性は，

「観測活動が本来業務に対して影響を与えない」という観

点からインターネットにおいては，非常に重要な要素の１

つである．また，インターネット上の悪意を持った攻撃者

から観測システムの存在そのものが不可視であることは，

観測システム上に蓄積された観測情報に対して行われる不

正改ざんやネットワーク攻撃の危険性が低減され，観光情

報の分析において必須である信頼性・真正性の高いネット

ワークトラフィック観測が実現できる． 
 

4．MANACO を用いた意味的特徴の把握 
MANACO による観光情報ネットワークトラフィックか

らの意味的特徴把握の適用例として，本研究では歴史観光

資産が数多く現存し，全国的にも知名度が高い石川地域を

対象に史学的意味の抽出を試みる．図 2 に示す観測概要を

示す．本提案では，首都圏などの石川地域外に居住し石川

地域を将来の観光先としている入域予定客をゲストとし，

石川地域内から観光情報コンテンツを制作・発信し観光客

誘致を目指す観光企業・自治体をホストとする．そして，

MANACO をホスト側（石川地域側）とゲスト側（外部地

域）に複数配置し，ゲストの観光情報閲覧・取得行動によ

り発生するネットワークトラフィックを観測する．ホスト

側観光資産に対するゲストの嗜好・興味など意味的特徴の

図 1 MANACO システム処理構成 

表１ ネットワークトラフィック観測手法の比較 
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分析・把握は，ゲスト側が適切な観光コンテンツを制作し

観光ニーズに応えるという観点から重要であるが，その中

でも本研究ではゲストが有する歴史的嗜好に着目し，ネッ

トワークトラフィックからの史学的特徴の観測を行う．そ

の理由は次の通りである．「地域内に現存する歴史観光資

産の中で，観光客が興味を持っているのは一体どの時代の

ものか？」という問いは，歴史観光を推進する観光地域に

とって極めて関心が高い．特に石川地域のように歴史資産

の時代範囲が広くかつ資料数が多い観光地域では，ホスト

側がゲストに対して的確に魅力ある歴史観光プランを提示

することが，観光客誘致の増加に直結する．また，石川地

域では季節・期間によって，歴史観光イベントや海産物な

どの名産品が多く提供されており，ゲストの観光目的もそ

れに伴い変化している．ゲストの歴史的嗜好を時系列に解

析・把握することは，対象地域観光をより強くアピールす

る観点から重要である． 
石川地域内の歴史観光資産を対象にしたネットワークト

ラフィックからの史学的意味の抽出を行う際には，抽出に

際しては観測されたデータを予め定義された形式に基づい

て整形し，HTML データが含まれている場合には HTML 部

分の抽出をした後に，記述タグおよび日本語文字コードの

判別を行う．整形された取得データから予め定義された石

川歴史観光資産分類を用いて歴史資産名称単語を抽出する

ために，本研究では bi-gram マルコフモデル型の解析器で

ある MeCab[9] を用いて日本語形態素解析を行った．そし

て，その結果に基づき，得られた歴史資産名称単語の取得

データにおける出現頻度を算出する．石川歴史観光資産分

類の定義に際しては，史学研究者の協力の下に作業を行い，

定義された歴史観光資産の総数は金沢市を中心に約 500 件

である．また，出現した歴史資産名称単語とその自体を関

連付けるために，それぞれの歴史資産には出現年代に応じ

て「古代・中世・近世・近代・現代」の何れかの年代情報

を定義した．表 2 に石川歴史観光資産分類を示す． 
さらに，石川歴史観光資産分類に基づいた，ネットワー

クトラフィックの的特徴観測について，実際の観測結果例

を図 3 に示す．この観測では，石川県の歴史観光資産を紹

介した代表的な観光情報 Web サイト５箇所に対して，仮

想アクセスソフトを利用した無作為 180 秒周期の情報取得

アクセスを実験用計算機から実行した．この情報取得アク

セスにより発生したネットワークトラフィックを通信経路

中から MANACO を利用して観測し，石川歴史観光資産分

類に従って解析を行った．この観測では，「近世」に関す

る史学的特徴が多数観測されているが，これは対象とした

観光情報サイトには「兼六園」「金沢城」など江戸時代の

歴史資産に関する情報が非常に多く掲載されており，この

Web コンテンツの史学的特徴が観測結果に反映されたもの

と思われる． 
  

 
歴史資産名称 住所 時代 Ｋｅｙ１ 

兼六園 金沢市兼六町 1-4 近世 史跡 

ひがし茶屋街 金沢市東山 近世 史跡 

長町武家屋敷跡 金沢市長町 近世 史跡 

前田土佐守家 金沢市片町 近代 史跡 

野村家 金沢市長町 1-3-32 近代 史跡 

金沢城 金沢市丸の内 1-1 近世 史跡 

表 2 石川歴史観光資産分類 （一部抜粋） 
 

まとめ 
本研究では，インターネット上において発信・取得され

ている地域観光情報の観測および解析手法として，

MANACO を用いた地域観光情報観測手法を提案した．地

域観光情報の観測では，ホスト・ゲストという重要な関係

性を意識する必要があり，観光客であるゲスト側が対象観

光地域であるホスト側にどのような興味を抱いているかを

定量的・客観的に明らかにすることが重要である．著者ら

が開発した MANACO は，ネットワーク通信路から直接的

に通信が有する意味情報を抽出できるため，観光情報にお

いて最もゲスト側の興味を把握することが可能である．本

論文では，観光情報に対する MANACO の有効性を示すた

めに，石川地域内の歴史観光資産を対象にした史学的意味

の観測を提案した．観測に際しては，石川歴史観光資産分

類を定義し，それに基づいたネットワークトラフィックに

図 2 地域観光情報観測の概要 
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含まれる史学的特徴の把握を行った．その結果，特定の歴

史観光 Web サイトの史学的内容がネットワーク上での観

測結果においても反映されており，本提案の観光情報に対

する有用性が明らかとなった． 
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図３ 石川歴史観光資産分類に基づいた史学的特徴観測 
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